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抄録：2011（平成23）年、小学校で必修の外国語活動がスタートし、学級担任は中心的役割を担う。そこで、本論文では、小
学校教員養成の立場から、この学級担任の役割に注目し、外国語活動の特徴を明らかにし、外国語活動を成功させるための
授業の工夫例および学生が実際に取り組んだ教材評価を紹介する。今後の課題として、学生は、英語運用能力を向上させ
るとともに、授業力を向上させるために英語教育の基礎知識を得る必要があり、教師は、向上心のある学生のやる気を高め、
教育理論を実践し評価する機会を一層提供する必要がある。
（別冊請求先 :井草玲子）
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緒言
2011（平成23）年4月、小学校5年生と6年生を対象とす
る必修の外国語 (英語 )活動がスタートする。この活動は、
週1時間、年間35時間実施され、並行して現職の小学校の
全教員を対象に、2年間で30時間の校内研修も実施される。
この外国語活動を担当するのは、主にALT（外国語指導助
手）と学級担任である。
現在、小学校教員を希望している学生は、どのような準
備をすれば、近い将来学級担任となり、外国語活動の指導
ができるようになるのか、換言すれば、教員養成大学では、
どのような学生を養成すればその学生は近い将来、教育現
場で自信を持って外国語活動の指導が可能となるのかが、
今後の課題である。
本論文ではまず、学級担任の役割を知るため、小学校に
おける外国語活動の特徴を明らかにし、次に外国語活動指
導者に求められる役割、資質、指導力、知識を提示し、その
後、外国語活動を成功させるための授業の工夫例および学
生が取り組んだ教材研究と教材評価を紹介し、最後に、今
後の課題に言及する。
外国語活動の特徴
外国語活動の目標と担当者
2011（平成23）年度から全面実施となる小学校の新学習
指導要領における外国語活動の目標は、『外国語を通じて、
言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、外国語の
音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケー
ションの能力の素地を養う。』事である（文部科学省，2008）。
次に、外国語学習の担当者であるが、学級担任1人ある
いはティーム・ティーチングの形態をとり、ALT（外国語指
導助手）と学級担任で授業を行うことが多い。その他いく
つかのティーム・ティーチングの形態があるが、共通して
言えることは、学級担任がいずれの場合も指導に加わり、
外国語授業を展開していくことである（文部科学省，
2009a，p18-20）。それ故に、外国語活動で欠くことのでき
ない学級担任に注目し、外国語活動担当者に求められてい
ることを見ていくことにする。
現職教員研修の内容から見る外国語活動担当者に求められ
ていること
小学校現職教員研修は、今後2年間で30時間程度実施さ
れるが、そのねらいと内容を見ると、外国語活動指導者は、
授業力と英語力を向上させることが求められているのがわ
かる（表1）。この現職教員研修では、第1に、①小学生の柔
軟な適応力を生かすこと、②グローバル化の進展への対応、
③教育の機会均等の確保といった基本理念を理解し、第2
に、指導力の向上と英語運用能力の向上を図り、第3に、授
業を円滑に運営することが求められている。
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上記の研修内容が示唆するものは、4点ある。
第1に、外国語活動担当者は、英語の運用能力の向上の
面からは、授業中、教室英語が使え、児童の英語の発音の指
導ができること、また、ALTと口頭とメールで授業を実施
するための打ち合わせができる必要がある、ということで
ある。いずれの場合も、短くとも、正しい英語を使用しな
いと指導や打ち合わせはスムーズに行かないから、文法力
の強化も課題となる。
第2に、指導力の向上はすべての教科に通じる課題では
あるが、英語活動に関しては、小学校教員志望者はコミュ
ニケーションを重視した英語の指導法に精通する必要があ
る、ということである。
第3に、教材開発に関しては、学習している単元の目標
に合い、児童の発達状況、既習の学習内容、クラスでの児童
の個人差、英語指導法と指導技術も考慮し、教材を開発す
る必要がある、ということである。
第4に、国際理解に関しては、初等、中等、高等教育機関
によって目指すところは異なるので、校内研修でしっかり
共通理解を図り指導に役立てていくことが求められる、と
いうことである。具体的には、外国および日本の文化や伝
統を理解するために、『英語ノート』（文部科学省 ,2009b）上
でどのように事項が扱われているか確認するため、教材研
究を行い、教材評価を行うことも大切である。
以上まとめると、外国語活動担当者は、教室の内外で機
会を捉えて英語を使い、運用能力の向上に努め、コミュニ
ケーションを重視した英語教授法の学びを深め、教材研究
や教材開発を行い、さらに国際理解教育への理解を深める
必要がある。
外国語活動指導者に求められる力
小学校外国語活動の目標を受け、外国語活動の指導者に
は、以下のような力が求められている（文部科学省，2009a，
p17）。
①児童の発達段階を踏まえ、興味・関心を抱くような学
習内容と活動を設定できること。
②積極的にコミュニケーションを図ろうという気持ち
を起こさせることができること。
③英語の音声や基本的な表現に慣れ親しませることが
できること。
以上3点をまとめると、学級担任は児童の発達段階に関
する専門的な知識と日々接している児童の発達の現状を総
合し、児童を引き付ける学習内容と活動を設定し、児童が
積極的に英語で話し、もっと英語を聞きたい気持ちを起こ
させるそんな雰囲気や題材の選択と活動の設定をする必要
がある。さらに担任は、児童が実際に意思の疎通を図るた
め、英語の発音を聞き取り、英語の基本的な表現に慣れ親
しませる必要がある。それには、英語教育の基礎知識が必
要になる。
クラスの雰囲気作りや活動内容の創意工夫に関しては、
次の章で詳しく述べることにする。
外国語活動における学級担任の役割
授業の｢設計・実施・評価｣の3段階において、学級担任に
は、次のような役割が求められている（表2）。
授業の設計においては、学級担任は児童を深く理解し、
教案が書け、教授法の知識があり、外国語活動の指導テク
ニックを身に着け、言語活動の展開の仕方を知っており、
その中には、児童が他教科で身につけた知識や技能を関連
づけた活動を実施する方法を知っている必要がある。担任
が役割を果たす際には、ALTと英語で意思の疎通をする必
要が出てくる。教材教具の準備をしながら、意見を交換し
表1．校内研修の内容（文部科学省，2009a，p16）
①｢英語運用能力｣の向上を目指した研修
―　発音、イントネーション、強勢などの音声面
―　文法面
―　 とっさの英語の受け応え・挨拶や日常使う簡単な表
現など
―　 ALTとの事前打ち合わせを電子メールでやり取りで
きるよう、書くことの研修
②指導力向上のための研修
③教材開発研修
④｢国際理解｣を目指した研修
―　異文化コミュニケーションの在り方
―　国際交流の重要性
―　外国の文化や伝統の理解
―　自国の文化や伝統行事等の理解
―　国際理解教育に関する共通理解
表2．学級担任の役割 (文部科学省，2009a，p17)
段階 担任の役割
設計
① 児童の興味・関心に基づいて指導計画を立て、
指導内容や活動を考える。
②  ALTと協力して教材や教具の準備をする。
実施
③  ALTや児童に指示を出し、授業を掌握し、進行
する。
④ 児童と一緒に活動に参加し、外国語を使うこと
に積極的な姿勢を見せる。
⑤ 児童のつまずきに気づき、適切な支援をする。
評価
⑥ 主に、児童の積極的に外国語を使ってコミュニ
ケーションを図ろうとする関心・意欲・態度や国
際理解の面についても評価する。
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たり、提案したりする必要も出てくるであろう。そのため
には、意見や提案を適切に行なう英語表現に習熟する必要
も出てくる。
授業の実施に際して担任は授業の進行係として、ALTと
児童に英語の指示を手短に出すために教室英語（Class-
room English）に習熟し、児童と共に外国語活動に参加し、
自ら英語を使うお手本を示す必要がある。また、活動に参
加しながら、活動に参加しにくい児童を支援する役割があ
る。その際、英語の誤りを訂正するタイミングや訂正の仕
方を知っていると、外国語活動はスムーズに行くであろう。
最後の評価に際しては、研修を受け、評価の方法と評価規
準を習熟することが大切である。
英語教育の立場から学級担任の役割をまとめると、コ
ミュニケーション活動を立案し、準備し、進行し、活動に参
加し、参加者を支援し、評価するという、従来の中学校およ
び高校の英語科担当者の役割を超える重責を担うことに
なる。
外国語活動の授業形態
外国語活動の授業形態は大きく分けて、学級担任による
単独授業とティーム・ティーチングがある。
単独授業の場合は、外国語活動がワンパターンにならぬ
よう、常に活動例・教材作成および指導法において様々な
情報を取り入れ、工夫することが大切であると述べられて
いる（文部科学省，2009a，p19）。そのためには、第1に、大
学在学中から外国語活動例や、自分が実施した活動記録を
残し、いつでも使えるようにすることが大切である。第2
に、大学在学中に教材を作成する方法を学び、実際に教材
開発を経験することが勧められる。第3に、英語指導法の
知識を得て、教科書にその教授理論がどのように適用され
ているか確認する学習、すなわち、教科書評価を在学中に
経験することが必要である。
ティーム・ティーチングによる授業では、担当者は、『事
前に、学習内容・活動及び指導者のそれぞれの役割を十分
に理解し、打ち合わせをして授業に臨むことが大切である』
と述べられている (文部科学省，2009a，p19)。しかしなが
ら、学級担任がこれら一連の打ち合わせを行うにはかなり
の英語力が要求されるので、各学年それぞれ統一シラバス
にして、英語に堪能な外国語活動担当教師を中心に各学年
の担任が集まり、事前に打ち合わせと模擬授業を行い授業
に臨めば、授業がスムーズに運ぶと思われる。
外国語活動の指導者に求められる資質と指導力
外国語活動のねらいは、外国語活動を通して人とコミュ
ニケーションを図る大切さや楽しさを体験し、国際理解を
図ったり、さらに視野を広げたりすることを狙いとしてい
る。それ故に、外国語活動の指導者には、小学校教師とし
ての資質に加え、次のような具体的な資質と指導力が求め
られている (文部科学省，2009a，p19)。
すなわち、①児童の生活・興味・関心について深く理解
し、②児童の反応に臨機応変に対応できる能力があり、③
言語や文化の指導に関する知識と技能を有し、④カリキュ
ラムを開発する力があることである。このカリキュラム
開発力は、教員として経験を積み、児童のことを深く理解
し、言語や文化の指導に関する知識を深め、技能に磨きを
かけて初めて充実したカリキュラム開発ができる。新任
の教師にとってカリキュラム開発は容易でないと思われ
るので、在学中にカリキュラム作りの基本を学んでおく必
要がある。
外国語活動の指導者に求められる知識と学部で提供できる
講座や授業
『小学校外国語活動研修ハンドブック』（文部科学省，
2009a，p21～31，p33～39）には、指導者に必要とされる知
識が掲載されている。その主なものは、①年間指導計画の
立案と考え方、②外国語学習に関するシラバス（指導計画）
の知識、③言語習得理論の基礎知識、④心理学のさまざま
な見解、⑤代表的な教授法、⑥小学校外国語活動における
評価の考え方、⑦教育データの取り方、⑧国際理解・異文化
間コミュニケーション・国際交流に関するものである。
上記知識のうち、年間指導計画の考え方、シラバスや評
価に関する基礎知識および教育データの取り方に関する知
識は、本学の教育学部で開講されている講座において、基
礎知識が得られるであろう。英語教育関連講座の受講によ
り、②の外国語学習に特化したシラバスの組み方や年間指
導計画の立て方、代表的な教授法、評価法の学習は可能で
ある。また、心理学関連講座で言語習得の基礎知識や心理
学のさまざまな考え方に関する基礎知識を得た後、英語教
育関連講座で外国語活動に焦点を当て、学びを深めれば学
習効率が良いと思われる。
最後に⑧に関しては、開講されている国際関連や異文化
理解の講座を受講して視野を広め、初任者研修や校内研修
を通じて国際理解 , 異文化コミュニケーション、さらに国
際交流について理解を深めていけばよいと思う。
以上、本章では、外国語活動の中心的役割をになう学級
担任について述べてきた。
学級担任は、教育現場で児童、ALTに対して即座に適切
な英語が使えるよう、普段から教室の内外で機会を捉えて
英語を使い、英語運用能力を高めることが最優先となる。
授業力を向上させ、授業を円滑に行うためには、英語教育
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の基礎知識をもっと得る必要がある。なぜなら、英語によ
るコミュニケーションを高める学習内容と活動内容を設定
するにしても、児童の発音指導を行うにしても、教材研究
や教材評価を行うにしても、英語に特化した指導方法と指
導技術を学び、実践することは、必要不可欠なことだから
である。
外国語活動を成功させるための授業の工夫
本章では、実際に外国語活動を成功させるために授業を
どのように工夫すればよいか、具体的に述べていくことに
する。
採用する教授法により、授業の構成や留意点は異なる
が、ここでは、コミュニケーションを重視した教授法の1つ
であるコミュニカテイブ・ランゲッジ・ティーチング
（Communicative Language Teaching、略してCLT）に焦点
を当てて論ずることにする。
学習環境
CLTでは話し手相互のやり取り（Interaction）を重視する
ため、ペア・ワークやグループ・ワークを通じて児童の発話
量が増加し、通常の授業と異なり、音、換言すればノイズレ
ベルが上がり、通常の教室では児童の話している声が隣の
クラスまで聞こえ、授業に集中しにくくなるといったこと
が起こりうる。従って、外国語活動は、多目的ルームや普
段使用していない教室を使用するか、5年生全員が同じ時
間帯に外国語活動を実施すると良い。
クラスのサイズは人数が少ないほうが良いが、大教室の
場合は、教室を前後に区切り実施することも可能である。
考えなければならないことは机の位置である。講義タイプ
の授業であるならば長い机と椅子で問題ないが、CLTでは
ペア・ワークやグループワークを多用するため、机と椅子
は分離でき、活動の形態により机の配置が変えられるほう
が良い。
雰囲気作り
学習環境が整ってくると、次に大切なのは、教室の雰囲
気作りである。児童のみならず、大人でも英語で話す時は
緊張するものである。緊張しすぎると英語が話せなくなる
のは、誰でも経験するものである。
それ故に、コミュニケーションを重視した外国語活動を
行う際、第1に大切なのは、児童がリラックスでき、間違え
ても恥ずかしくないクラスの雰囲気を作り出すことである
（Littlewood, 1981）。具体的には、担任は児童の発話を他
の児童と共に一生懸命聞き、内容や発想や発音の良いとこ
ろを簡単な英語でほめることである。また、英語の訂正を
行なう際は、児童に恥をかかせない指導のテクニックを学
び、実践することが大切である。原則として、話している
内容を重視する時は、訂正を遅らせ、正確な発音や文法を
身につけさせたい時は、その場でさりげなく注意するので
ある（Brumfit, 1984）。
第2に大切なのは、英語環境を作ることである。例えば、
始業のチャイムが鳴ったらTPR（全身反応教授法）（Rich-
ards & Rodgers, 1986；文部科学省，2009a，p30）を用い、教
師の英語の指示に児童は体を動かして応えるといった活動
を行ないながら、体と耳で英語に親しみ、学習する動機づ
けを与えるのである。その他、昼休みや掃除の時間、放課
後に楽しい英語の歌を校内放送で流すと、児童は作業をし
ながら耳から英語に親しむことができる。さらに、教室内
や廊下などに、英語圏の風景、食べ物、生活に関する写真や
ポスターを英語の単語と共に掲示しておくと、目から文化
に触れることができる。
第3に大切なのは、異文化を知るための雰囲気を作るこ
とである。異文化は、英語を話すALTから言葉やしぐさを
学ぶことができるが、それ以外にも感覚を通して知ること
ができる。語学教授法の一つにサジェストピデイアという
のがある。例えば、フランス語は、目を閉じてシャンソン
を聴きならが、学びに入るという導入方法である。英語な
らば、楽しい英語の歌を聞いて、英語活動に入るのも良い
であろう。その他には、民族衣装（入手が難しい場合は、民
族衣装を着た人形）を見て、触れて文化を感じることは可
能であるし、外国の国々の料理実習を行い、料理の味や香
辛料を嗅いで食文化を知ることもできる。以上のように、
授業の雰囲気作りで特に大切なのは、英語に親しめる教室
環境を作り、英語を間違えても恥ずかしくないクラスの雰
囲気を作り出すことである。
児童のやる気を引き出す工夫
学習環境が整い、英語を学ぶ雰囲気も整ってくると、次
に大切なのは、児童のやる気をいかに引き出すかというこ
とである。大人も子どももそうであるが、学んでいて楽し
いと感じた時、学んだことが役に立つあるいは役に立った
と思った時、学ぶ意欲が増すものである。英語の発音は日
本語の発音と異なり、児童にとっては、音そのものが興味
深いと思うだろうし、ALTの発音が聞き取れ、真似をし、片
言の英語が通じた時、児童は学んだことが役に立ったと思
うであろう。
しかしながら、外国語学習には個人差があり、聴覚的に
理解することが得意な児童もいれば、視覚的に理解するこ
とが得意な児童もいる。また、性格的に内気な児童と社交
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的な児童とでは、授業を楽しむ度合いが違うであろう。故
に、学級担任は、児童全員が授業について来られるように、
各授業において学びの目的と活動手順を分かり易く示す必
要がある。その際、ALTと学級担任はペアを組み、言語活
動を開始する前に、やり方のお手本を示したり、活動手順
をイラストで示したりすると、児童はスムーズに活動に
入っていけるであろう。
言語活動中、学級担任は、活動に参加しにくい児童に対
して特に注意を傾け、励まし、さらなる指導をする必要が
ある。うまく聞き取れなくて発音できない児童には、ALT
にもう一度発音してもらい、その後、発音の仕方を手短に
日本語で説明しても良いと思う。
教育実践報告
児童にとって役に立つ面白い授業を展開し、児童の個人
差も考慮しつつ外国語活動を進めていくことが、やる気を
引き出す上に大切である。さらに忘れてならないのが、教
科書である。使用している教材の良し悪しが、児童の学習
意欲に影響を与えることがよくあるからである。2011年
度から開始される外国語活動には教科書は無く、文部科学
省から配布される『英語ノート』（文部科学省，2009b）とい
う補助教材を使用してスタートすることになる。各小学校
では『英語ノート』の年間指導計画をもとに、地域、児童の
実態に合わせて、その内容を改変し、発展させていくこと
になる。従って、本学のように小学校教員を養成する大学
では、『英語ノート』の研究を深めれば、学生は近い将来、小
学校で外国語活動の指導をする際に役に立つと考えられ
る。そこで2010（平成22）年度春学期、池袋キャンパスの1
年生113名は、この『英語ノート』を実際に使って、教材研
究と教材評価、そしてマイクロ・ティーチングに挑戦した。
グループによる教材研究と教材評価の手順
授業の流れ　学生は、15回で完結する英語基礎演習 IIを
受講し、これまで『教室英語』を学習し、実際に学んだ表現
を使う言語活動に参加し、2種類の補助教材を作成してき
た。13回目には、学生は学校生活（School Life）に関する英
語表現、例えば、教科名、学校行事、学校生活に関する英単
語や英語表現を学習した。その後、外国語活動における担
任の役割に焦点を当てた印刷物を読み、講義を受けた。こ
の講義の狙いは、現在学習していることが近い将来とても
役に立つことに気づかせ、グループによる英語教材の研究
と教材評価の視点を与えることにあった。
第14回目には、期末試験に続き、4人1組のグループ活
動が開始された。各グループは、時間割に関する『外国語
ノート』のページのコピーと、指導方法に関する資料を熟
読し、グループで教材研究を行い、学んだ内容はグループ
活動レポートとして提出した。15回目には、グループ単位
でマイクロ・ティーチングが実施された。
補助教材　学生が使用した補助教材は、時間割に関する
もので、中国、日本、オーストラリアの各教科の絵が描かれ
ている。児童がCDを聞いて、絵と教科を結びつけたり、空
欄となっている時間割を完成させたり、教師と教科名を結
び付けたりし、最後のタスクとして、グループで話し合っ
て自分たちの時間割を完成することになっており、 一単元
の中には、英語の歌やゲームも含まれている。
指導方法に関する資料は『外国語ノート』の内容と活用
事例に関するものであり、単元のポイント、目標、学習内容
と授業展開例が記されている。
グループによる教材研究及び教材評価レポートの要約
提出されたレポートは以下の10項目に分類され、各項
目の要点は以下の通りであった。
1）教師：教師にとって、授業の準備、子供の立場に立っ
て考えること、そして授業を工夫することは大切である。
2）動機づけ :延べ12グループが動機づけの重要性を認
識し、絵や、イラスト、特にゲームを活用して、児童の興味
を引く方法を提案している。
3）教材評価：補助教材は、絵が多く分かり易く、英語に
慣れ親しみ、英語を使わせるのに良い教材である。他方、
この教材は絵が中心で、単語ばかりであるため、教師の言
葉による説明がないと、授業が成立しないと指摘している。
4）ゲームの有用性：ゲームは小学生にとって取り組み易
く、楽しく英語の勉強ができ、ゲームをすることにより、自
然と単語と発音が身につく。
5）外国語活動：目、耳、口、体を使った外国語活動である。
6）教え方：子供たちが積極的に参加できるような授業を
すべきであり、繰り返し学ぶことは大切であり、教師の技
量によって、授業の楽しさが決まる。
7）異文化理解：教材には、日本語と外国語の違いが盛り
込まれ、挿絵からも国々の特徴が分かり、世界の小学校に
ついて知ることで、学習意欲も増す。
8）コミュニケーション：教材では、グループ活動が多用
され、グループ活動の良さ、すなわち協力でき、他のグルー
プと比較でき、コミュニケーションを深めることができる。
9）発表と評価：児童にも積極的に発言してもらい、良い
雰囲気を作り、児童が英語に慣れるよう、明るい雰囲気で
授業を展開させる。評価に関しては、グループ発表後に投
票させることで、発表する側の工夫や聞く側の態度を身に
つけさせることができ、児童自身が児童を評価して、知識
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や興味を伸ばしていける。
10）学生にとっての今後の課題
今後の学習：これから英語は小学校で重要になってくる
のでもっと集中的に学習し、使えそうな単語・表現を身に
つけ、児童にとっさに聞かれても、答えられるよう幅広い
知識を身につけておく。英単語もしっかり発音できるよう
にし、世界の教科や文化についても、知識を得る。
事前準備：児童が英語に慣れ親しむとともに、英語に関
心が持てるよう、要点をはっきり示し、分かり易い授業を
展開できるよう、授業の準備をしっかり行う。
授業中：児童を積極的にほめ、明るく、楽しく、なおかつ
明確で分かりやすい授業をする。ゲームも活用し、児童が
全員参加でき、英語に慣れることができる授業をする。た
だし、事前に授業計画を練り、時間配分に気をつけながら、
スムーズな授業の進行をすること。そして、ゲームをしす
ぎて、英語を学ぶことを忘れないようにしっかり学べるよ
うな授業にする。
総評：このグループ活動レポートはとても良く書けてお
り、一人一人の学生が、グループ活動を通じて学び、体験し、
気づいたことがはっきりとそして純粋な心で書かれている
のが分かる。特に、最後の『学生にとっての今後の課題』の
記述は、授業のあるべき姿、そして教師のあるべき姿がはっ
きりと描写され、大学に入学後、6ヶ月経過した学生の教職
に対する熱き思いと使命感が感じられ、こういった課題は、
学生の今後の学習目標となりうるものである。
結論
外国語活動を成功させるには、多くの要因を考慮する必
要があることを述べてきた。具体的には、小学校教員とし
ての資質、教育者としての知識と経験、英語運用能力の向
上、英語教育の基礎知識、シラバスやカリキュラム作りの
基礎知識、教材研究や教材評価、教育実践としてのマイク
ロ・ティーチングの経験などが挙げられる。
その次の章では、外国語活動を成功させる工夫を提示し
た。さらに前章では、学生が実際に取り組んできた教室英
語の学習、教材作り、グループによる教材研究と教材評価
に言及してきた。それぞれの学生は、クラスメートの作っ
た教材から新たな教材作りのヒントを得て、 教材研究と教
材評価から、使用する教材の強みと改善すべき点、グルー
プ学習の有用性、クラスメートの前で発表することの楽し
さと難しさ、そしてコミュニケーションの大切さを、教育
実践を通じて感じ取ってきたように思われる。
今後学生は、児童をよく観察し、必要な時に適切な指導
ができるよう教室英語に磨きをかけるとともに、児童の指
導が十分できるよう、今後開講される教職関連科目を受講
して学びを深め、小学校教員を目指すものとして、さらな
る成長を遂げることが期待される。
最後に、小学校教員養成の今後の課題は、向上心に燃え
た学生のやる気を一層高め、教育理論を実践する機会と、
実践したことを自己およびグループで評価する機会を増や
すことが求められる。学生が在学中に、教員としての適性、
深めていくべき専門知識や教職経験を具体的に知ることが
できるように、個々の学生に関するさらなるデータの入手
と分析が必要となる。
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Abstract : In 2011 foreign language activities will be implemented in all primary schools in Japan, and the homeroom 
teacher will play the major role in these activities.  Therefore, it is important to consider what kinds of preparations are 
needed for the primary school teachers to conduct the foreign language activities.  The purposes of this study were to 
identify some features of the activities, to present some hints to implement the activities, to report the evaluations of the 
teaching materials actually conducted by our university students, and to give suggestions for further teaching practice. 
The results of this study show that the university students need to brush up their English skills and gain basic knowledge 
of teaching English in order to improve their teaching activity.  Furthermore, the university teachers in the School of 
Education need to encourage the students who wish to improve their teaching skills of English, and offer them more 
practical chances to try and evaluate what they have learned.
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